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答
弁
（
総
務
部
長
）

①
過
去
5
年
間
の
法
人
市
民
税
の
現

年
度
分
の
調
定
額
、
収
納
額
、
収

納
率
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
18
年

度
が
調
定
額
16
億
５
４
０
０
万
円
、

収
納
額
16
億
４
８
０
０
万
円
、
収

納
率
が
99
・
６
％
。
19
年
度
が
調

定
額
17
億
３
０
０
０
万
円
、
徴
収

額
17
億
２
７
０
０
万
円
、
収
納
率

99
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
。
20
年
度
が

調
定
額
16
億
４
０
０
０
万
円
、
収

納
額
16
億
２
６
０
０
万
円
、
収
納

率
99
・
１
％
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
し
て
き
た
が
、
21
年
度
に
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受

け
全
業
種
と
も
減
収
と
な
り
調
定

額
8
億
２
０
０
０
万
円
、
収
納
額

8
億
１
７
０
０
万
円
、
収
納
率
99

・
７
％
と
な
っ
た
。
22
年
度
に
は

調
定
額
10
億
２
６
０
０
万
円
、
収

納
額
10
億
２
３
０
０
万
円
、
収
納

率
99
・
７
％
と
、
や
や
回
復
し
て

き
た
状
況
で
あ
る
。

答
弁
（
産
業
労
働
部
長
）

②
・
③
現
在
、
４
箇
所
の
団
地
と
な

っ
て
い
る
。
昭
和
46
年
に
内
守
谷

工
業
団
地
の
造
成
が
始
ま
っ
た
。

以
後
、
坂
手
・
大
生
郷
・
花
島
工

業
団
地
と
造
成
し
、
23
年
４
月
現

在
、
総
企
業
数
は
73
社
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
製
造
業

関
連
の
企
業
で
あ
り
長
引
く
不
況

や
円
高
の
影
響
を
受
け
撤
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
企
業
も
あ
る
が
、

現
在
で
は
撤
退
企
業
跡
地
に
は
新

規
の
企
業
が
入
っ
て
お
り
、
岡
田

地
区
の
マ
ク
セ
ル
ハ
イ
テ
ッ
ク
跡

地
以
外
は
立
地
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
　
展
望
と
誘
致
計
画
に
つ
い
て
は
、

圏
央
道
の
開
通
に
伴
う
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
、
中
妻
バ
イ
パ

ス
、
つ
く
ば
下
総
広
域
農
道
な
ど

の
整
備
が
進
む
中
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
を
中
心
に
企
業

誘
致
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
は
農
政
協
議
や
開
発

手
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

り
、
進
捗
し
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
今
後
、
市
の
経
済
発
展

と
地
域
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
雇

用
の
創
出
を
図
り
、
活
力
を
創
造

す
る
ま
ち
づ
く
り
に
す
る
た
め
に

は
重
要
な
施
策
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
内
守
谷
工
業
団
地
北
地
区

に
お
い
て
新
た
な
企
業
進
出
が
計

画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
の
重
要

な
基
盤
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
て

お
り
、
既
存
の
工
業
団
地
の
拡
張

も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。

再
質
問

　
　
改
め
て
、
法
人
市
民
税
の
優
遇

政
策
を
求
め
て
質
問
を
終
わ
る
。

再
答
弁
（
市
長
）

　
　
企
業
誘
致
の
優
遇
政
策
に
つ
い

て
は
現
在
、
庁
内
で
検
討
、
研
究

し
て
い
る
た
め
、
結
論
に
つ
い
て

は
も
う
少
し
お
待
ち
願
い
た
い
。

○
石
下
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
質
問

　
　
石
下
駅
中
沼
線
の
延
伸
及
び
旧

石
下
庁
舎
跡
地
を
含
む
周
辺
整
備

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
石
下
駅
中
沼
線
は
街
路
と
石
下

橋
の
架
け
替
え
を
含
め
た
県
の
事

業
で
あ
り
、
メ
イ
ン
で
あ
る
橋
の

竣
工
も
先
が
見
え
、
今
年
中
の
開

通
が
可
能
と
な
り
現
実
味
を
帯
び

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
な

が
る
道
路
が
大
房
原
宿
線
、
い
わ

ゆ
る
旧
石
下
町
役
場
前
道
路
ま
で

で
あ
り
、
地
元
で
は
、
意
味
が
無

い
の
で
は
と
の
声
が
聞
こ
え
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
に
は
、

そ
の
先
を
市
の
事
業
と
し
て
道
路

延
長
を
計
り
常
総
線
を
越
し
て
東

側
に
接
続
す
る
こ
と
が
良
策
で
は

な
い
か
。

　
　
こ
の
こ
と
は
、
石
下
町
時
代
に

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
構

想
路
線
と
し
て
位
置
づ
け
が
さ
れ
、

さ
ら
に
、
昨
年
3
月
の
常
総
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
も
地
域
別
ま
ち

づ
く
り
方
針
の
中
で
、
東
部
拠
点

の
機
能
充
実
や
石
下
市
街
地
の
環

境
整
備
が
済
み
、
新
旧
二
つ
の
拠

点
が
一
体
と
な
っ
た
市
民
が
行
き

か
う
市
街
地
の
形
成
が
示
さ
れ
て

お
り
、
ぜ
ひ
推
進
い
た
だ
き
た
い

事
業
で
あ
り
、
地
元
か
ら
は
強
い

要
望
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
。

　
　
ま
た
、
道
路
の
延
伸
と
と
も
に

旧
石
下
町
役
場
跡
地
利
用
策
も
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
。
防
災
無
線

基
地
関
係
や
、
耐
震
の
面
で
も
あ

の
ま
ま
に
は
置
け
な
い
。
地
元
の

声
を
聞
く
に
、
商
店
街
の
核
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
し
、
地
元
商
店

を
集
め
、
い
わ
ゆ
る
買
物
難
民
と

旧
石
下
地
区
の
発
展
を

考
え
る

吉
原
　
光
夫 

議
員

本
整
備
総
合
交
付
金
は
不
透
明
な

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
市
単
独
の
予

算
で
は
無
理
が
あ
る
た
め
制
度
を

活
用
し
、
前
向
き
に
進
め
て
い
く

よ
う
お
願
い
す
る
。

 <

そ
の
他
の
質
問>

○
十
一
面
山
平
地
林
の
整
備
に
つ
い

て
○
福
島
原
発
事
故
が
影
響
を
及
ぼ
す
、

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
学
習
に
つ
い

て
質
問

①
プ
ー
ル
実
施
決
定
ま
で
の
教
育
関

係
機
関
と
の
協
議
に
つ
い
て

・
原
発
事
故
を
受
け
て
プ
ー
ル
学
習

の
実
施
に
つ
き
、
い
か
な
る
検
討

が
さ
れ
て
き
た
か
。

　
　
経
緯
と
実
施
に
至
る
判
断
材
料

を
示
せ
。

・
児
童
の
被
曝
を
防
止
す
る
た
め
に

プ
ー
ル
内
部
の
清
掃
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
と

考
え
る
。
今
回
常
総
市
全
て
の
小

中
学
校
の
プ
ー
ル
清
掃
は
ど
の
よ

う
に
実
施
さ
れ
た
か
を
伺
う
。

答
弁
（
教
育
長
）

　
　
文
科
省
の
正
式
コ
メ
ン
ト
を
基

に
、
多
く
の
児
童
生
徒
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
プ
ー
ル
学
習
を
実
施

し
た
い
と
い
う
点
で
ま
ず
検
討
を

重
ね
て
き
た
。
近
隣
の
教
育
委
員

会
と
情
報
交
換
を
し
、
各
学
校
及

び
県
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
と

言
わ
れ
る
お
年
寄
り
を
含
め
、
気

軽
に
買
物
が
出
来
る
場
所
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
会
場
、
常
に
は
駅
前
広

場
と
い
っ
た
付
加
価
値
の
高
い
場

所
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
望
ん
で

い
る
。
市
と
し
て
、
今
後
の
方
向

性
を
示
せ
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　
石
下
駅
中
沼
線
の
延
伸
及
び
旧

石
下
庁
舎
跡
地
を
含
め
た
周
辺
整

備
に
つ
い
て
は
、
7
月
に
開
催
さ

れ
る
石
下
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
に
お
い
て
、
土
地
利
用
の
現
状

や
課
題
に
つ
き
、
地
元
の
ご
意
見

を
聞
き
な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
の

補
助
制
度
利
用
も
視
野
に
入
れ
、

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

再
質
問

　
　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
中
で
、

地
元
の
意
見
を
聞
い
て
い
た
だ
き

今
後
の
方
向
付
け
を
お
願
い
す
る
。

　
　
ま
た
、
今
ま
で
の
国
の
補
助
事

業
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に

変
わ
る
も
の
と
さ
れ
る
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
は
、
今
ま
で
と

同
じ
よ
う
な
内
容
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
の
か
説
明
願
う
。

再
答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等

の
補
助
制
度
の
有
無
に
つ
い
て
及

び
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
国
の
ほ
う
で
今
の
と
こ
ろ
不

透
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
変
わ
る

も
の
は
必
ず
出
て
く
る
と
思
わ
れ
、

情
報
を
収
集
し
て
補
助
制
度
を
活

用
し
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　
　
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
、
社
会
資

放
射
線
を
考
え
る

遠
藤
　
章
江 

議
員


